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在宅要介護高齢者の家族介護者における

不適切処遇の実態とその背景

ウエダ テルコ

上田 照子

目的　在宅の要介護高齢者の家族介護者による不適切処遇について実態とその背景を明らかにす

る。

対象と方法　大阪府下の特別養護老人ホームのデイサービス利用登録者の介護975人を対象とし，

無記名自記式質問紙を用い郵送法により実施した。調査時期は1998年3～8月である。555人

より回答があったが，家族から介護を受けていない者，記載不十分等を除いた519人を有効

回答とした。本報告では，このうち調査時点で在宅介護中の者408人を分析対象とした。

結果　1.　不適切処遇の経験のある者は32.4％であり，その内訳では，「無視をしてしゃべらな

い」19.3％，「気を悪くするようなことを言ったり，ののしる等感情的に傷つける」14.1％，

「たたく，つねる，蹴るなどの身体的行為をする」8.0％などが高率であった。

　2.　不適切処理の背景・理由を自由回答式でたずねた結果は，①介護者のストレスや心

情，②被介護者の言動や性格，③介護者と被介護者や介護者と親族間の人間関係などに大き

く分類された。

　3.　介護者の被介護者に対する憎しみの感情は，「いつもある」3.9％，「時々ある」

18.1％，「たまにある」39.2％，「めったにない」22.5％，「まったくない」11.5％であった。

憎しみを持つ理由は（前3者を100％とした），「被介護者があなたに怒ったり文句を言うた

め」40.0％，「介護者の言うことを理解しないため」35.2％，「忙しくてイライラするため」

35.6％，「介護に対する感謝の気持ちがないため」36.4％などが高率であった。

　4.　不適切処遇の経験と憎しみの程度との関連は大きく（χ2検定，P＜0.0001），憎しみの

程度と経験の率との間に直線的な関係が認められた。

結論　介護者の多くが不適切処遇の経験を持っており，これらには憎しみの感情の介在が示唆さ

れた。また不適切処遇の発生には介護者の介護負担の関与が大きいことが認められた。
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